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おおやまもんぜんまちのちりてきけんきゅう

♯ 大山門前町の地理的研究

作者：有賀密夫（ありが・みつお ）

刊行：平成元年（ ）
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 解題

■ 内容

『大山門前町の地理的研究』は、作者が

年から 年頃にかけて調査した相州大山門

前町についての資料とその成果を、地理的観点

からまとめたものである。相州大山の山麓に形

成された門前町は、御師集団が中心となり運営

されてきた信仰集落であり、同時に宿坊の役割

も兼ねていた。準聖域圏として存在してきた門

前町に対し、その外縁部は一種の俗域で、檀家

による信仰圏となっている。この信仰圏は御師

集団の活動により形成され、山内と門前町の盛

衰を左右していたのであるが、神仏分離後は、この門前町（準聖域圏）と

檀家（信仰圏）の関係はしだいに変化していった。

本書は「序言」、「信仰核の形成」、「門前町の形成と展開」、「御師と檀家

圏の特色」、「結言」の全５章からなり、大山門前町における信仰核の形成

過程と御師および檀家圏の特色について円環構造的視点から地理的に究明

することを研究課題としている。第２章から第４章にかけて、それぞれ信

仰核、門前町、御師と檀家についての調査をまとめ、第５章で考察した事

項を要約している。図表が多数収録されており、年代ごとの御師の推定分

布図や、御師ごとの檀家数の一覧表を見ることができる。

当館以外には、国立国会図書館、藤沢市図書館、平塚市図書館、伊勢原

市立図書館等で所蔵が確認できる。
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■ 作者

年生まれ。茨城県多賀郡関本村出身。立正大学専門部歴史地理科卒。

もと神奈川県立希望ヶ丘高校校長、藤沢市文化財保護委員。著作に「大山

門前町の研究：門前町の形成と御師の活動と檀家圏」、「富士山を中心とす

る山麓信仰集落」などがある。
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